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報
告
事
項

１ 

、
退
任
役
員
の
顕
彰
に
つ

い
て　
　
　
　
　

２ 
、
事
務
局
職
員
の
異
動
に

つ
い
て

３ 

、
平
成
26
年
度
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事

業
の
支
部
別
実
績
に
つ

い
て　
　

４ 

、
事
務
局
職
員
の
平
成
27

年
度
給
与
及
び
賞
与
に

つ
い
て

５ 

、
第
３
回
「
き
も
の
で
銀

座
」
の
開
催
に
つ
い
て

６ 

、
部
会
、
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て

７ 

、
関
係
団
体
か
ら
の
報　

　

告
事
項
に
つ
い
て

８ 

、
全
美
連
第
３
６
３
回
理

事
会
及
び
第
71
回
通
常

総
会
並
び
に
第
３
６
４

回
緊
急
理
事
会
に
つ
い

て付議
事
項

第
１
号
議
案

副
理
事
長
、
常
任
理
事
の
分

掌
業
務
及
び
各
部
会
、
各
委

員
会
等
の
設
置
並
び
に
平
成

27
年
度
事
業
計
画
の
企
画
実

施
に
つ
い
て

副
理
事
長
と
常
任
理
事
が

分
掌
す
る
業
務
及
び
各
部
会
、

委
員
会
等
の
設
置
並
び
に
総

代
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
27

年
度
事
業
計
画
の
具
体
化
は
、

各
々
関
係
部
署
等
に
お
い
て

随
時
企
画
実
施
す
る
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

各
部
会
及
び
各
委
員
会
等
の

メ
ン
バ
ー
の
委
嘱
に
つ
い
て

理
事
長
に
一
任
さ
れ
て
次

の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
総
務
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹
、

部
長
・
小
林
昭
治
（
常
任
理

事
）、
副
部
長
・
風
戸
ミ
ツ

子
（
常
任
理
事
）・
相
澤
葉

子
（
常
任
理
事
）、
部
員
・

平
舘　

修
・
栗
田
英
樹
・
前

東
道
雄
・
田
中
保
範
・
松
本

智
佐
子

﹇
教
育
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和

彦
、
部
長
・
山
野
純
治
（
常

任
理
事
）、
副
部
長
・
松
浦

　

力
（
常
任
理
事
）・
細
井

宏
武
（
常
任
理
事
）、
部
員
・

渡
邊
武
雄
・
根
本
健
一
・
大

田
文
雄
・
佐
山
茂
吉
・
大
熊

祐
子
・
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

﹇
経
営
・
組
織
部
﹈

担
当
副
理
事
長
・
中
村　

章
、

部
長
・
横
田
忠
幸
（
常
任
理

事
）、
副
部
長
・
阿
部
芳
夫

（
常
任
理
事
）・
鈴
木
義
則

（
常
任
理
事
）、
部
員
・
小
原

京
二
・
鶴
貝
ト
モ
コ
・
瀧
澤

久
二
・
臼
井
美
智
子
・
金
子

正
吉･

菊
地
光
徳

﹇
広
報
担
当
﹈・
細
井
宏
武
・

因
幡
有
紀

﹇
東
京
都
福
祉
美
容
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
﹈

担
当
副
理
事
長
・
中
村
　
章
、

代
表
・
鈴
木
義
則
（
常
任
理

事
）、
メ
ン
バ
ー
・
平
井
千

鶴
子
・
三
浦
佐
惠
・
若
月
真

知
子
・
千
葉
フ
ミ
子
・
村
田

み
ど
り
・
金
丸
保
一

﹇
平
成
28
年
新
年
会
実
行
委

員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
菅
谷
茂
樹
、

委
員
・
総
務
部
メ
ン
バ
ー
で

構
成
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

﹇
第
58
回
ガ
ラ
・
ド
実
行
委

員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和
彦
、

委
員
・
教
育
部
メ
ン
バ
ー
で

構
成
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
よ
り
１
名

﹇
役
員
・
総
代
等
選
挙
管
理

委
員
会
﹈

　

規
定
に
よ
り
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
。

﹇
Ｉ
Ｔ
推
進
委
員
会
﹈

担
当
副
理
事
長
・
川
野
和
彦
、

委
員
・
村
橋
哲
矢
・
石
鍋
知

一
・
藤
山
淳
一
・
石
川
マ
サ

キ
・
松
山
佳
史

第
３
号
議
案

役
職
員
旅
費
規
則
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

旅
費
の
支
給
額
、
計
算
方

法
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

役
職
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

額
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
５
号
議
案

平
成
27
年
度
組
合
加
入
促
進

に
つ
い
て

組
合
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
と
組
合
加
入
促

進
の
専
門
員
を
募
集
す
る
こ

と
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

梅
雨
の
晴
れ
間
が
覗
い
た

６
月
30
日
、
第
57
回
ガ
ラ
・

ド
・
ラ
・
コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
が
、

蒲
田
の
大
田
区
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ガ

ラ
・
ド
の
会
場
と
し
て
お
馴

染
み
に
な
っ
た
体
育
館
に
は
、

開
場
前
か
ら
都
内
各
地
域
の

組
合
員
さ
ん
ら
の
顔
が
。
今

回
は
、
全
美
連
の
𠮷
井
理
事

長
や
東
京
都
の
齊
藤
環
境
保

健
衛
生
課
長
を
は
じ
め
、
沢

山
の
ご
来
賓
に
ご
列
席
い
た

だ
き
、
大
会
に
錦
上
花
を
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
に

東
京
都
議
会
議
長
賞
（
高
島

な
お
き
議
長
）
が
新
設
さ
れ
、

ま
た
シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
で
は

サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
出
演
す
る

な
ど
、
ガ
ラ
・
ド
を
盛
り
上

げ
る
運
営
面
の
工
夫
が
施
さ

れ
て
一
層
充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

７
種
目
に
総
勢
１
３
５
名

の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

コ
ン
ク
ー
ル
は
激
戦
の
末
、

サ
ロ
ン
ス
タ
イ
リ
ン
グ
〝
カ

ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
〞（
出
場
者

29
名
）
で
枝
折
師
穂
さ
ん
が
、

そ
し
て
中
振
袖
着
付
（
同
７

名
）
で
黒
岩
千
歩
さ
ん
が
、

見
事
に
優
勝
。
ま
た
、
カ
ッ

ト
＆
ブ
ロ
ー
（
同
29
名
）
で

大
森　

学
さ
ん
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

（
同
13
名
）
で
忰
田　

翔
さ

ん
、
ま
と
め
髪
（
同
21
名
）

で
中
里　

愛
さ
ん
、
留
袖
着

付
（
同
15
名
）
で
中
川
希
望

さ
ん
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
（
同
21
名
）
で
阿
川

さ
や
か
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

来
場
者
お
楽
し
み
の
シ
ョ

ー
ス
テ
ー
ジ
は
２
つ
。
先
ず

は
タ
カ
ラ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

正
統
派
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
テ
ー

ジ
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
指
導
委
員
が
出

演
し
展
開
す
る
ス
テ
ー
ジ
は

毎
回
、
来
場
者
の
耳
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
年

も
期
待
に
違
わ
ず
来
場
者
は

満
足
気
。
続
い
て
の
ス
テ
ー

ジ
は
雰
囲
気
一
転
、
サ
ン

バ
チ
ー
ム
（
エ
ス
コ
ー
ラ
・

ヂ
・
サ
ン
バ
・
サ
ウ
ー
ヂ
）

が
登
場
。
激
し
い
サ
ン
バ
の

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
派
手
な
衣

装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
踊
り
子

た
ち
が
情
熱
的
な
踊
り
で
観

客
を
挑
発
。
会
場
は
一
気
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
途
切
れ
の

無
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会

場
は
興
奮
の
坩
堝
に
。
正
に

お
祭
り
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
別
会
場
の
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
で
は
協
賛
商
社
等
28

社
に
よ
る
美
容
関
連
商
品
の

展
示
即
売
や
飲
食
ブ
ー
ス
で

の
食
べ
歩
き
な
ど
、
縁
日
ム

ー
ド
の
中
、
に
ぎ
や
か
な
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

以
下
、
２
面
に
入
賞
者
一
覧

と
写
真
中
心
の
レ
ポ
ー
ト
掲

載

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

　

永
年
の
生
活
衛
生
功
労
に
よ
り
、
次
の
方
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。東京

都
生
活
衛
生
同
業
組
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

前
理
事　
　

野
田　

松
子　

殿

８月のサロン繁栄勉強会
日　時　８月21日（金）午後７時～９時

会　場　美容会館２階研修室　渋谷区代々木１－56－４

テーマ　脱毛革命！　集客・リピート率　大！
美容室でエステ級のワックス脱毛術！

講　師　藤木貴子　（wax xxx Academy JAPAN理事）
　　　　山口直美　（wax xxx Academy JAPAN認定講師）
会　費　認定会会員 無料
　　　　組合員及びそのスタッフ 500円
　　　　非組合員 1,000円

申　込　電話でお申込下さい 03-3370-4744　
※詳細は本紙同封のチラシをご覧下さい。

主催　東京認定美容師会

東京認定美容師会　成人式着付受託業務　講習会
東京認定美容師会では、成人式を念頭に会員皆さんの営業をサポートするため
に「京都きもの友禅」と業務提携して成人式着付受託業務を推進しています。
今回は着付・ヘアメイク展示講習会及び毎年恒例の着付実技講習会のご案内で
す。奮ってご参加ください。

着付・ヘアメイク展示講習会 2016 年成人式着付実技講習会（全５回）
日時　10月 13日（火）10：00～ 17：00
会場　美容会館 2階研修室
費用　3,000 円（昼食付）
講師　鈴木則子（東京認定美容師会会長）
　　　灯　奈美（元宝塚歌劇団）
共催　（株）明日香まつもと

日時　10月 23日、11月 6日、11月 13日
　　　11月 20日、11月 27日
　　　※いずれも金曜日19：00～21：30まで
費用　会員・会員店舗従業員　１回　 4,000 円
　　　　　　　　　　　　　　５回　18,000 円
　　　ビジター　　　　　　　１回　 5,000 円
　　　　　　　　　　　　　　５回　23,000 円
講師　鈴木則子会長、金田恵美子副会長、
　　　井上茂子技術部部長

◎お申込み・問い合わせは、いずれも認定会事務局へ。
　TEL 03-3370-4744　FAX 03-3379-0160　　　　
※詳しくは本紙同封のチラシをご覧ください。　 　　

明
日
へ
は
ば
た
く
、
技
の
競
演

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム 

会
場
に
熱
気

第 57 回
ガラ・ド

 

表
彰
式
で
挨
拶
す
る
大
会
委
員

長
の
Ｂ
Ａ
東
京
金
内
理
事
長

 

会
場
い
っ
ぱ
い
サ
ン
バ
の
リ
ズ

ム
に
包
ま
れ
た
「
サ
ン
バ
カ
ー

ニ
バ
ル
」

理
事
の
業
務
担
当
部
署
決
ま
る

事
業
の
継
続
性
考
慮
し
再
任
重
視

第 10 回
理 事 会

総
代
会
後
初
め
て
の
第
10
回
理
事
会
が
７
月
８
日
（
水
）

午
後
６
時
半
か
ら
美
容
会
館
２
階
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
先
の
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
27
年
度
事
業
計
画
な

ど
を
企
画
実
施
す
る
業
務
担
当
部
署
の
設
置
、
同
分
掌
メ

ン
バ
ー
の
委
嘱
な
ど
５
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８
件
の
事
業
の
報
告
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
議
案
、
報
告
事
項
も
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
て

８
時
過
ぎ
終
了
。
当
日
の
報
告
事
項
及
び
付
議
事
項
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。



Ｂ Ａ 東 京 タ イ ム ス 平成27年 8月10日（ 月曜日 ）（ 2 ）第 666 号

優
勝
者
と
作
品

第 57 回
ガラ・ドサロンスタイリング“カット＆ブロー”（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢
（審査委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副審査委員長） 近藤　紀之 神谷　公英 藤本　博之

優　勝 枝折　師穂 新　宿 96 78 96 98 90 282
準優勝 渡部　瑞季 中　央 100 85 98 82 94 277
第３位 渡邊　靖宏 杉並南 85 88 100 100 80 273
第４位 德山　進一 玉　川 89 89 80 94 98 272
第５位 臼田　進也 大　森 98 90 84 85 96 271
カット＆ブロー（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（審査委員長）

渡邊　雅美
（副審査委員長） 渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子

優　勝 大森　　学 目　黒 100 98 100 100 100 300
準優勝 小松﨑　愛 赤　塚 96 100 96 98 98 292
第３位 市川　敬子 豊　島 98 96 89 88 94 279
第４位 栗原　史任 世田谷 92 94 88 90 92 274
第５位 内岩　成浩 豊　島 90 90 87 92 96 272
クリエイティブ・ファッション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計掛川　吉隆
（審査委員長）

渡邊　雅美
（副審査委員長） 渋谷きく子 渡辺　映里 森本　公子

優　勝 忰田　　翔 世田谷 100 100 100 98 100 300
準優勝 遠藤　大輔 日本橋 96 98 98 96 98 292
第３位 鈴木　政浩 小石川 89 92 96 100 96 284
まとめ髪（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計北村　賢
（審査委員長）

ＡＫＩＲＡ
（副審査委員長） 近藤　紀之 神谷　公英 藤本　博之

優　勝 中里　　愛 玉　川 98 98 100 100 94 296
準優勝 髙橋　真琴 世田谷 100 96 98 98 96 292
第３位 野里　貴信 目　黒 96 100 96 96 100 292
中振袖着付（人体競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計酒井カヨコ
（審査委員長）

福元　和見
（副審査委員長） 石川　満子 鈴木由喜枝 井上　茂子

優　勝 黒岩　千歩 荒　川 100 98 100 100 98 298
準優勝 成澤　咲子 新　宿 98 100 98 98 100 296
第３位 安﨑加代子 城　東 96 92 92 96 96 284
留袖着付（ボディ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計酒井カヨコ
（審査委員長）

福元　和見
（副審査委員長） 石川　満子 鈴木由喜枝 井上　茂子

優　勝 中川　希望 本　郷 100 100 100 100 100 ３ 297
準優勝 横倉　里美 本　郷 96 98 96 98 98 ３ 289
第３位 増田　弘美 板　橋 94 94 98 96 94 284
まつ毛エクステンション（ウイッグ競技）

順位 氏名 支部名
審査委員 監視

委員
（減点）

合計枝折　　繁
（審査委員長） 鈴木　　愛 山口　直美

優　勝 阿川さやか 目　黒 100 100 100 1 299
準優勝 本多かずみ 芝 96 98 98 292
第３位 斎藤　千春 芝 94 96 96 286
※ １人の選手に与えられた審査委員の点数のうち最も高い点数と最も低い点数を除いた点数の合計を選手の得点とする。
　但し、除く点数に同点がある場合は、審査委員１名分のみを除くものとする。（※まつ毛エクステンションは除く）

コンクール入賞者採点結果
☆ヘア総合審査委員長　山崎裕俊　☆着付総合審査委員長　新井米子　☆総合監視委員長　福島吉範

ジャーナル賞一覧（順不同）
競　　技 賞　　名 選手名 支　部 競　　技 賞　　名 選手名 支　部

サロンスタイリング
“カット＆ブロー” 競技

新美容出版賞 鈴木健太郎 新　宿 クリエイティブ・ファッション競技 百日草賞 一条　和也 世田谷
ビービー・コム賞 木村　貴亮 下　谷 まとめ髪競技 オールビューティ社賞 下坂　　愛 杉並南
理美容教育出版賞 宮嵜　　亮 新　宿 留袖着付競技 美容総合出版賞 小池　沙希 練　馬

カット＆ブロー競技
女性モード社賞 加藤　遼兵 芝 まつ毛

エクステンション競技
週刊美容賞 中洞　文江 芝

理美容流通新聞社賞 櫻井　翔児 赤　塚 ザ・ビューレック社賞 神戸沙央梨 芝
近代美粧社賞 川俣　利明 足立南

◀ 

３
競
技
同
時
に
ス
タ
ー
ト
。
右
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
兼
全
国
大
会
選
考
会
）、
ま
と
め
髪
、

留
袖
着
付
の
各
競
技

コ
ン
ク
ー
ル
│
│
│
│
│

◀ 

新
設
の
都
議
会
議
長
賞

を
競
う
中
振
袖
競
技（
兼

全
国
大
会
選
考
会
）

◀ 

全
国
大
会
選
考
会
を
兼

ね
た
サ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル

〝
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
〞
競

技

◀ 

賑
わ
う
美
容
関
連
用
品

の
展
示
即
売
ブ
ー
ス
と

飲
食
コ
ー
ナ
ー

◀ 

前
回
か
ら
採
用
さ
れ
繊

細
な
技
術
が
要
求
さ
れ

る
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
競
技

◀ 

モ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
を
制

作
す
る
カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ

ー
競
技
（
兼
全
国
大
会

選
考
会
）

◀ 

Ｔ
Ｂ
Ａ
指
導
委
員
出
演

の
タ
カ
ラ
グ
ル
ー
プ
ス

テ
ー
ジ

サロンスタイリング
“カット＆ブロー”
枝折師穂さん

中振袖着付
黒岩千歩さん

カット＆ブロー
大森　学さん

まとめ髪
中里　愛さん

クリエイティブ・ファッション
忰田　翔さん

まつ毛エクステンション
阿川さやかさん

留袖着付
中川希望さん
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〔
事
業
概
況
〕

平
成
二
十
六
年
度
の
決
算

で
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
拠
出
金
の
総
額
は
約
三
十

五
億
四
千
万
円
、
総
支
出
額

の
五
〇
・
八
％
に
な
り
初
め

て
五
〇
％
を
超
え
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
減
少
（
△
七
・
三

％
）
に
よ
り
前
年
度
対
比
約

△
六
・
七
八
％
（
約
三
億
四

千
百
三
十
万
円
）
減
と
な
り
、

国
庫
補
助
金
は
保
険
給
付
費

等
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
対

比
△
四
・
四
一
％
（
約
一
億

二
千
六
百
二
十
万
円
）
減
、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
約

三
億
五
千
八
百
二
十
万
円
の

増
等
に
よ
り
、
歳
入
全
体
で

公
　
示
　（
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日

公
示
第
三
〇
九
号
　
　

）

平
成
二
十
七
年
七
月

二
十
四
日
、
第
一
七
〇
回
組

合
会
の
議
決
に
基
づ
き
、「
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
」
に
つ
い
て
、
国
民

健
康
保
険
施
行
令
第
二
十
三

条
第
二
項
に
よ
る
東
京
都
知

事
へ
の
届
出
を
し
た
の
で
、

同
法
施
行
令
第
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
こ
れ
を
公
示
す

る
。東

京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

理
事
長　

渡
邊
武
雄

〔
監
査
報
告
書
〕

平
成
二
十
六
年
度
事
業
実

施
状
況
な
ら
び
に
歳
入
歳
出

決
算
お
よ
び
財
産
に
つ
い
て
、

諸
帳
簿
関
係
書
類
照
合
の
う

え
、
監
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
も
的
確
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
の
で
、
こ
れ
を
報

告
す
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日

東
京
美
容
国
民
健
康
保
険
組
合

　

監
事　

末
永
忠
史
㊞

　

 

〃　

 

武
市
誓
子
㊞

　

 

〃 　

石
井　

亨
㊞

「
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
・
剰
余
金

処
分
・
財
産
目
録
」
議
決

　

去
る
七
月
二
十
四
日
㈮
午

後
四
時
か
ら
新
宿
三
井
ビ
ル

二
十
九
階
大
会
議
室
に
於
て

第
一
七
〇
回
組
合
会（
決
算

総
会
）が
開
催
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
次
の
と
お
り
議

決
さ
れ
た
。

〔
議
決
事
項
〕

◦
第
一
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
二
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て （

原
案
可
決
）

◦
第
三
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
歳
入
歳

出
決
算
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て 

（
原
案
可
決
）

◦
第
四
号
議
案

平
成
二
十
六
年
度
財
産
目

録
に
つ
い
て 

（
原
案
可
決
）

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
書（
抜
粋
）

〔平成26年度歳入歳出決算書〕

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出

科　　　目（款） 決算額（円） 科　　　目（款） 決算額（円）
1 保 険 料 4,692,794,400 1 組 合 会 費 5,599,373 
2 一 部 負 担 金 0 2 総 務 費 262,309,722 

3 使 用 料 及 び 手 数 料 0 3 保 険 給 付 費 2,780,662,996 

4 国 庫 支 出 金 2,504,729,681 4 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 1,599,486,808 
5 前 期 高 齢 者 交 付 金 0 5 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 1,477,993,494 
6 都 支 出 金 220,886,355 6 老 人 保 健 拠 出 金 41,573 
7 共 同 事 業 交 付 金 64,293,000 7 介 護 納 付 金 462,234,122 
8 財 産 収 入 17,201,380 8 共 同 事 業 拠 出 金 147,437,000 
9 寄 付 金 0 9 保 健 事 業 費 73,577,041 

10 繰 入 金 0 10 積 立 金 9,001,588 
11 繰 越 金 1,095,109,305 11 諸 支 出 金 151,447,961 
12 諸 収 入 10,137,510 12 予 備 費 0 

歳 入 合 計 8,605,151,631 歳 出 合 計 6,969,791,678 

〔平成26年度財産目録〕
１．積立金 （平成27年３月31日現在）

種　　　別 現　在　高（円）

特 別 積 立 金 856,392,164
給付費支払準備金 494,425,809
退 職 積 立 金 96,065,223

計 1,446,883,196

２．その他

種　　別 数　量 取得価格（円）

事務所建物 1点 32,500,000
什　　　器 4点 1,353,824
備　　　品 59点 3,152,339

合　　　計 64点 37,006,163

保険給付費

39.90%

保険給付費

39.90%

後期高齢者

22.95%

後期高齢者

22.95%

前期高齢者

21.21%

前期高齢者

21.21%

総務費

3.76％

総務費

3.76％

介護納付金

6.63％

介護納付金

6.63％

介護納付金　4億６千２百万円介護納付金　4億６千２百万円

総務費　２億６千２百万円総務費　２億６千２百万円

保健事業費他

5.55％

保健事業費他

5.55％

▲

▲

〔歳入86億５百万円〕

補助金
27億８千９百万円

保険料
46億９千２百万円

▲

▲

〔歳出69億６千９百万円〕

〔歳　入〕

86億５百万円

（100％）

〔歳　出〕

69億６千９百万円

（100％）

保健事業費等　３億８千７百万円保健事業費等　３億８千７百万円

保険給付費
27億８千万円
保険給付費
27億８千万円

後期高齢者
15億９千９百万円
後期高齢者
15億９千９百万円

前期高齢者
14億７千７百万円
前期高齢者
14億７千７百万円

繰越金他　11億２千２百万円

保険料

54.54％

保険料

54.54％

繰越金他

13.04％

繰越金他

13.04％

補助金

32.42％

補助金

32.42％

第
一
七
〇
回
組
合
会
開
催

は
約
一
億
七
百
四
十
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

対
す
る
歳
出
に
つ
い
て
は
、

保
険
給
付
費
は
被
保
険
者
の

減
少
等
に
よ
り
前
年
度
対
比

△
八
・
七
％
（
約
二
億
六
千

五
百
七
十
万
円
）
減
の
約
二

十
七
億
八
千
七
十
万
円
、
高

齢
者
関
係
の
支
援
金
及
び
納

付
金
は
前
年
度
対
比
△
二
・

四
％
（
約
八
千
八
百
八
十
万

円
）
減
の
約
三
十
五
億
三
千

九
百
七
十
万
円
と
な
り
、
歳

出
全
体
で
は
約
三
億
五
千
七

百
六
十
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差

引
残
高
は
約
十
六
億
三
千
五

百
四
十
万
円
と
な
り
、
繰
越

金
を
除
い
た
平
成
二
十
六
年

度
単
年
度
の
決
算
で
は
、
約

五
億
四
千
三
十
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
四
億
円
の
積
立
を
行

な
い
、
将
来
を
見
据
え
た
健

全
運
営
に
向
け
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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〔特定健診で検査できる項目〕
（特定健診には３種類の健診機関があり、それぞれ検査項目、有効期限が異なります。）

健診機関
検査項目等

集合契約Ｂ
の医療機関

個別契約の
医療機関 会場型

問 診 ○ ○ ○

身 体 計 測
（身長、体重、MBI、腹囲） ○ ○ ○

血 圧 測 定 ○ ○ ○

血 液 検 査
（GOT、GPT、中性脂肪、他） ○ ○ ○

尿 検 査 ○ ○ ○

眼 底 検 査 ※ ※ －

血 液 検 査（ 貧 血 ） ※ ○ ○

心 電 図 検 査 ※ ○ ○

視 力 検 査 及 び 聴 力 検 査 － ○ －

胸 部 レ ン ト ゲ ン 撮 影 － ○ －

大 腸 が ん 検 診 － － ○

予 約 方 法

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（各地区
毎）までにお早め
にご予約ください。

直接医療機関に電
話予約。
受診期限（１月31
日）までにお早め
にご予約ください。

申し込み用紙を美
容国保にFAXまた
は郵送。
申し込み締め切り
８月31日（一部９
月10日まで）

特 徴

ご自宅の近所の医
療機関で受けられ
ます。国で定めら
れた基本項目のみ
受診できます。

集合契約Ｂよりも
検査項目が増えま
すが、検査施設が
限られます。

大腸がん検診を受
診できる唯一の健
診です。日程、検
査施設共に限りが
あります。

○受診できます。－受診できません。
※は医師の判断により必要とされた場合のみ受診できます。

△

平成26年度保険給付状況

種    別 件数（件） 給付額（円）

療
養
給
付

診  療  費 184,021
薬     剤 90,271
食 事 療 養 （1,510）
訪 問 看 護 68
小     計 274,360 2,342,475,707

療
養
費

診  療  費 188 1,539,377
そ  の  他 18,571 82,059,807
小     計 18,759 83,599,184

移 送 費 0 0
療 養 諸 費 293,119 2,426,074,891
高 額 療 養 費 1,996 156,975,438

そ
の
他
の
給
付

出 産 育 児 一 時 金 395 165,779,123
葬  祭  費 20 1,610,000
出 産 手 当 金 271 4,981,500
入 院 手 当 金 415 3,536,900
小    計 1,101 175,907,523

審査・支払・システム手数料その他 － 21,705,144
合　　　　　　　　計 296,216 2,780,662,996

△

平成26年度
年間平均被保険者数内訳（人）

事業主組合員 3,359

従業員組合員 15,481 

同一世帯家族 6,283 

計 25,123 

○都内被保険者数　18,993人

△

平成26年度保険料収納状況
種別 調定額累計（円） 収納額累計（円）不納欠損額（円）収入未済額（円）収納率（％）

現　年　分 4,692,930,900 4,690,380,400 0 2,550,500 99.95

滞納繰越分 2,414,000 2,414,000 0 0 100.00

計 4,695,344,900 4,692,794,400 0 2,550,500 99.95

△

平成26年度補助金交付状況
種別区分 交　付　額（円）

国庫補助金

事 務 費 負 担 金 23,335,644 
療 養 給 付 費 等 補 助 金 1,496,073,755 
後 期 高 齢 者 支 援 金 補 助 金 706,370,096 
病 床 転 換 支 援 金 補 助 金 0 
老 人 保 健 医 療 費 拠 出 金 補 助 金 0 
介 護 納 付 金 補 助 金 221,297,186 
出 産 育 児 一 時 金 等 補 助 金 53,913,000 
特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 3,740,000 
後 期 高 齢 者 医 療 制 度 関 係 業 務 準 備 事 業 補 助 金 0 
高 齢 者 医 療 制 度 円 滑 導 入 事 業 補 助 金 0 
国 民 健 康 保 険 組 合 災 害 臨 時 特 例 補 助 金 0 

小　　　　　計 2,504,729,681 

都費補助金
都 補 助 金 216,860,355 
特 定 健 康 診 査 等 補 助 金 4,026,000 

合　　　　　計 2,725,616,036 

〔決算剰余金処分〕
平成26年度歳入歳出決算
剰余金額

1,635,359,953円
処分方法及び金額内訳
○特別積立金に積立

200,000,000円
○給付費支払準備金に積立

200,000,000円
○退職積立金に積立

0円
○平成27度歳計金に繰越

1,235,359,953円

特定健診のご案内

本
年
第
二
回
目
の
医
療
費

通
知
を
、
八
月
下
旬
に
実
施

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
通
知

は
、
五
月
診
療
分
で
す
。

医
療
費
通
知
と
は
、
保
険

医
療
機
関
か
ら
当
組
合
に
請

求
さ
れ
て
く
る
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
）

に
基
づ
き
、
診
療
を
受
け
た

被
保
険
者
に
対
し
て
、
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
医
療
費
通
知
は
、
国

の
通
達
「
国
民
健
康
保
険
医

療
費
通
知
実
施
要
領
」
に
よ

り
、
次
の
よ
う
な
指
示
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

①
経
営
主
体
と
す
る
保
険

者
（
美
容
国
保
組
合
）
が
、

被
保
険
者
に
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
さ
せ
、
ひ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
な
運
営
に
資

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
行
う
も
の
で
あ
る
。

②
実
施
に
当
っ
て
は
、
被
保

険
者
の
秘
密
の
保
護
に
万

全
を
期
し
、
か
つ
医
師
と

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

③
通
知
は
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
受
診
者
名
、

入
院
、
通
院
、
歯
科
、
薬

局
の
別
、
入
院
通
院
の
日

数
、
医
療
の
額
等
を
受
診

者
別
に
、
一
ケ
月
分
ま
と

め
て
把
握
し
、
世
帯
主
に

通
知
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
医
師
や
、

受
診
者
に
対
し
て
充
分
な
配

慮
の
上
実
施
す
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
総
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

医
療
費
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
尚
、二
十
七
年
度
も
、柔
道

整
復
師
に
受
診
さ
れ
た
分

も
別
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

「
医
療
費
通
知
」の
実
施
に
つ
い
て

　
各
通
知
を
受
け
と
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
と
く

に
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
、
主
な
生
活
習
慣
病
に

的
を
絞
っ
た
健
診
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
メ
タ
ボ
）
と
は
、
腹

部
の
内
臓
の
周
囲
に
脂
肪
が

蓄
積
し
、
さ
ら
に
高
血
圧
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
な
ど
の

症
状
が
２
つ
以
上
重
な
っ
た

状
態
で
す
。

腹
部
の
周
囲
の
脂
肪
は
、

目
に
見
え
て
自
分
で
発
見
す

る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
血
液
の

中
の
状
態
を
、
検
査
を
受
け

ず
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
年
に
一
回
は
健
診

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
の
状
態
を
長
い
間
放

置
し
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
、
危

険
な
生
活
習
慣
病
を
発
病
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
も
な
か
な
か

自
覚
が
で
き
な
い
も
の
で
す

が
、
も
し
も
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
れ
ば
、
発
病
前
に

発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
体
は
常
に
変
化
を
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
健
診
で

現
在
の
自
分
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
を
受
け
た
後
、

メ
タ
ボ
に
よ
る
危
険
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
医

師
、
保
健
師
、
栄
養
管
理
士

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
は
通
常
で
あ
れ
ば
保
険

診
療
外
で
す
の
で
、
高
額
な

費
用
を
全
額
ご
自
身
で
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
直
接
健
康
の
プ
ロ
の
意

見
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
で

は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
生
活
習
慣
の
盲
点
も
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メ
タ
ボ
の
症
状
や
、
生
活

習
慣
の
改
善
は
、
植
物
の
生

長
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
小

さ
な
芽
の
う
ち
は
簡
単
に
引

き
抜
き
、
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
大
き
く
育
っ

て
太
い
幹
と
立
派
な
根
を
張

る
頃
に
は
そ
れ
を
取
り
除
く

の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
機
会
と
し

て
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
事
業
の
ご
案
内

　

皆
様
の
健
康
増
進
、
運
動
習

慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
主
体
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
日
時 

９
月
29
日

○
定
員　

１
６
０
名

○
参
加
費 

３
、０
０
０
円

　

詳
し
い
ご
案
内
に
つ
い
て
は

８
月
初
旬
の
保
険
料
納
入
通
知

に
同
封
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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村
山
大
和
支
部
（
鈴
木
義

則
支
部
長
）
で
は
、
７
月
14

日
（
火
）、
東
大
和
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
20
名
の
参

加
者
で
「
救
命
救
急
の
講
習

会
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

北
多
摩
西
部
消
防
署
の
署

員
を
講
師
に
、
人
の
心
臓
の

強
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
動
く
臓

器
が
心
臓
と
聞
き
、
少
し
感

動
し
な
が
ら
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
習
に
も
熱
が
は
い
り
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
諦
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

支
部
長
よ
り
技
術
も
大
切

だ
が
、
美
容
師
は
い
ろ
ん
な

場
面
に
遭
遇
す
る
職
業
で
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
し

っ
か
り
勉
強
し
ま
し
ょ
う
と
、

参
加
者
へ
の
感
謝
と
新
た
な

決
意
が
伝
え
ら
れ
、
し
っ
か

り
学
べ
た
満
足
か
ら
か
笑
顔

で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
14
日
（
火
）
荏
原
支

部
（
川
田
温
子
支
部
長
）
は
、

武
田
浩
先
生
を
お
招
き
し
て

荏
原
第
四
区
民
集
会
所
で
、

カ
ッ
ト
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

夏
に
向
け
て
プ
ロ
な
ら
で

は
の
カ
ッ
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

よ
り
、
支
部
の
モ
デ
ル
さ
ん

二
人
が
き
れ
い
に
変
身
し
ま

し
た
。
つ
む
じ
の
割
れ
な
い

方
法
な
ど
も
学
び
、
内
容
の

多
い
講
習
と
な
り
、
ま
た
、

隣
の
部
屋
か
ら
聞
え
る
大
正

琴
の
音
色
を
耳
に
し
な
が
ら

の
オ
マ
ケ
付
き
と
な
り
ま
し

た
。暑

い
中
、
他
支
部
と
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
の
先
生
方
に
も

ご
参
加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
参

加
者
の
先
生
方
を
囲
ん
で
の

楽
し
い
ラ
ン
チ
も
あ
り
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

ら
電
話
が
入
っ
て
「
梅
沢
先

生
の
初
期
対
応
が
適
切
だ
っ

た
か
ら
、
母
の
呼
吸
が
戻
り

ま
し
た
。」
と
聞
き
、
先
生

は
嬉
し
く
て
そ
の
場
に
泣
き

崩
れ
た
そ
う
で
す
。
正
に
美

容
師
の
「
利
他
心
」
が
救
っ

た
命
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
梅
沢
先
生
は

ヘ
ル
パ
ー
３
級
、
消
防
庁
の

救
命
技
能
の
認
定
も
持
っ
て

い
ま
し
た
。

急
車
の
手
配
を
し
て
も
ら
い
、

う
ろ
た
え
る
御
主
人
の
そ
ば

で
、
と
っ
さ
に
梅
沢
先
生
が

ベ
ッ
ド
の
上
に
乗
り
、
防
災

訓
練
等
で
学
ん
だ
心
肺
蘇
生

術
を
開
始
し
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
や
り
続
け
、
救

急
隊
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！
梅

沢
先
生
は
心
肺
蘇
生
術
を
や

り
続
け
る
間
「
何
と
か
、
生

き
て
ほ
し
い
！
」
と
祈
り
続

け
た
そ
う
で
す
。
午
後
２
時

半
位
に
お
客
様
の
ご
家
族
か

ベ
ッ
ド
の
上
で
ご
主
人
が
痰

を
取
っ
て
あ
げ
て
い
ま
し
た

が
、
梅
沢
先
生
が
帰
ろ
う
と

し
た
時
、
お
客
様
の
様
子
が

お
か
し
い
こ
と
に
気
づ
き
、

ご
主
人
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

ご
主
人
は
「
大
丈
夫
で
す
。」

と
言
う
返
事
。
で
も
、
何
か

お
か
し
い
と
思
っ
て
お
客
様

の
ベ
ッ
ド
に
行
っ
て
手
を
口

元
に
あ
て
て
み
る
と
、
呼
吸

を
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
あ
わ
て
て
ご
主
人
に
救

お
客
様
は
神
経
性
筋
萎
縮
症

を
患
っ
て
い
る
方
で
普
段
は

寝
た
き
り
、
カ
ッ
ト
の
際
は

車
い
す
の
上
で
施
術
を
し
ま

す
。
そ
の
日
も
い
つ
も
の
通

り
、
カ
ッ
ト
は
15
分
く
ら
い

で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雪
谷
支
部
（
横
田
忠
幸
支

部
長
）
の
副
支
部
長
の
梅
沢

　

和
先
生
が
、
６
月
16
日

（
火
）、
訪
問
美
容
で
い
つ
も

お
伺
い
し
て
い
る
お
客
様
宅

へ
い
つ
も
の
よ
う
に
お
伺
い

し
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の

訪
問
美
容
〝
感
動
秘
話
〟

お
客
様
の
命
救
う
！

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

救
命
救
急
の
講
習
会

内
容
の
濃
い
カ
ッ
ト
講
習
会

雪
谷
支
部

箱
根
湯
本
で

役
員
研
修
懇
親
会

世
田
谷
４
支
部
連
合
会

村
山
大
和
支
部

荏
原
支
部

Ｂ
Ａ
東
京
青
年
部
サ
ク
シ

ー
ド
（
山
野
純
治
代
表
）
は

７
月
７
日
（
火
）
美
容
会
館

２
階
研
修
室
に
て
、
理
美
容

戦
略
ア
カ
デ
ミ
ー
様
を
お
招

き
し
て
、「
ゲ
ー
ム
で
サ
ロ

ン
経
営
が
楽
し
く
学
べ
る
！

戦
略
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー

ム
」
と
い
う
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

内
容
は
６
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
一
人
ひ
と
り

が
サ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
、

順
番
に
カ
ー
ド
を
引
き
な
が

ら
、
書
い
て
あ
る
サ
ロ
ン
ワ

ー
ク
内
容
を
実
行
し
て
行
き
、

サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
を
し
、
電
卓
を
使
い
施

術
料
金
の
設
定
を
し
て
、
お

店
を
繁
栄
さ
せ
て
行
く
と
い

う
も
の
。
時
に
現
実
の
サ
ロ

ン
と
同
じ
よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
こ
り
、
最
後
は
決
算

ま
で
行
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
で

す
。
当
日
は
、
午
前
、
午
後

と
２
期
分
（
２
年
）
の
ゲ
ー

ム
を
し
て
大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
習
得
内
容
の
濃

さ
に
、
既
に
次
回
、
次
の
通

り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
10
月
６
日
（
火
）
10

時
～
。
会
場
は
未
定
。

詳
し
く
は
組
合
本
部
久
保

田
ま
で
。（
０
３
―３
３
７
０

―２
１
３
１
）

Ｂ
Ａ
東
京
青
年
部
「
サ
ク
シ
ー
ド
」

ゲ
ー
ム
使
っ
て
サ
ロ
ン
経
営
学
ぶ

活動報告世
田
谷
四
支
部
連
合
会

（
因
幡
有
紀
会
長
）
は
、
６

月
16
日
（
火
）、
17
日
（
水
）

箱
根
湯
本
「
ホ
テ
ル
お
か

だ
」
で
、
役
員
の
研
修
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
一
行

は
、
連
日
の
喧
騒
か
ら
一
転
、

梅
雨
に
け
む
る
谷
間
の
静
寂

な
空
間
に
、
一
瞬
テ
レ
ビ
も

点
け
ず
沢
の
流
れ
の
音
に
浸

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
研
修

は
、
因
幡
会
長
を
講
師
に
、

美
容
師
の
社
会
的
地
位
の
確

立
に
は
、
賃
金
の
保
証
の
ほ

か
、
社
会
保
険
や
各
種
保
険

の
加
入
が
求
め
ら
れ
る
な
ど

経
費
の
増
大
す
る
中
、
適
正

な
技
術
料
金
設
定
が
必
須
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
資
料
を
基
に
、
各
種

技
術
に
対
す
る
正
当
な
対
価

が
示
さ
れ
る
と
、
一
瞬
会
場

が
ど
よ
め
き
ま
し
た
が
、
そ

の
必
要
性
の
説
明
を
受
け
さ

ら
に
、
美
容
技
術
の
安
売
り

や
安
易
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

し
な
い
等
、
身
に
つ
ま
さ
れ

る
話
題
に
真
剣
に
聞
き
入
り
、

質
疑
応
答
の
の
ち
研
修
は
終

了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、

乾
杯
の
発
声
で
今
ま
で
の
緊

張
は
ほ
ぐ
れ
、
伝
統
の
料
理

と
美
酒
に
酔
い
、
普
段
交
流

の
少
な
い
、
ほ
か
の
支
部
の

皆
さ
ん
と
懇
談
の
渦
の
中
、

持
ち
芸
の
披
露
や
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
懇
親
の
和
を
広
げ
ま

し
た
。
懇
親
会
終
了
後
は
、

野
天
風
呂
を
め
ぐ
り
、
別
館

湯
坂
山
の
虫
の
音
も
聞
け
る

野
天
風
呂
利
用
な
ど
、
先
日

来
、
心
配
さ
れ
た
箱
根
噴
火

の
影
響
を
全
く
感
じ
さ
せ
な

い
研
修
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

事務局の移転先業務終了のお知らせ
　美容会館耐震工事に伴い６階に移転していた組合事務局は

７月 21日（火）より、３階の元の場所に戻り業務を開始しま

したのでお知らせいたします。

　なお、美容会館全体の工事は引き続き 10月末まで予定され

ています。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

「
近
代
美
容
の
歴
史
を

彩
っ
た
先
人
た
ち
」

明
治
時
代
か
ら
大
正
、
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し
た
美
容
師

32
名
の
偉
業
と
足
跡
を
綴
っ

た
好
著

並
木
孝
信
・
著　

３
９
６
頁

　

１
８
０
０
円
（
税
別
）

お
求
め
は

お
取
引
デ
ィ
ー
ラ
ー

又
は
女
性
モ
ー
ド
社
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
―３
９
５
３
―０
１
１
８

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
が
七
月
で
更
新
さ
れ

た
。
有
難
い
よ
う
な
、
そ
っ

と
し
て
お
い
て
欲
し
い
よ
う

な
変
な
気
分
だ
。
七
十
歳
と

い
え
ば
若
い
人
か
ら
見
れ
ば

か
な
り
の
年
寄
り
。
気
分
は

若
い
と
言
い
た
い
が
許
さ
れ

そ
う
も
な
い
。
童
謡
に
「
村

の
渡
し
の
船
頭
さ
ん
は　

今

年
六
十
の
お
じ
い
さ
ん　

歳
は
と
っ
て
も
お
舟
を
漕
ぐ

と
き
は　

元
気
一
杯
櫓
が
し

な
う　

そ
れ
ギ
ッ
チ
ラ　

ギ

ッ
チ
ラ　

ギ
ッ
チ
ラ
こ
」
と

言
う
歌
が
思
い
出
さ
れ
る
。

一
九
四
一
年
に
出
来
た
歌
だ

が
今
の
時
代
で
は
六
十
歳
は

ま
だ
お
じ
い
さ
ん
と
は
言
わ

な
い
だ
ろ
う
。
交
通
機
関
の

優
遇
、
ゴ
ル
フ
場
は
六
百
円

～
千
円
の
割
引
き
、
病
院
の

診
察
と
投
薬
は
三
割
負
担
か

ら
一
割
負
担
も
あ
り
良
い
事

づ
く
め
に
見
え
る
が
気
は
滅

入
る
。
そ
れ
に
し
て
も
世
代

交
代
は
色
ん
な
所
で
見
受
け

ら
れ
る
。
若
い
人
の
感
覚
を

素
晴
ら
し
い
と
う
ら
や
ん
で

い
る
今
近
だ
が
我
が
美
容
組

合
も
世
代
の
交
代
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
に
も
関
わ
ら
ず

七
十
歳
過
ぎ
の
年
寄
り
が
現

役
復
帰
を
願
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
る
と
「
も
う
お

呼
び
で
は
な
い
で
す
よ
」
と

お
声
を
掛
け
た
く
な
る
。
そ

れ
に
し
て
も
階
段
の
昇
り
降

り
が
辛
く
な
っ
て
き
た
。

（
因
幡
）

皆
様
は
保
護
司
と
い
う
役
職
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

保
護
司
は
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
立
ち

直
り
を
地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。
保
護
司
の
活
動
は
、
例
え
ば
…

○�

家
庭
裁
判
所
で
保
護
観
察
決
定
を
受
け
る
な
ど
し
て
保
護

観
察
に
な
っ
た
人
と
面
談
等
を
し
て
、
そ
の
立
ち
直
り

に
向
け
た
指
導
や
助
言
を
行
う
。

○�

地
域
で
の
犯
罪
予
防
活
動
、
地
方
自
治
体
等
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
の
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
行

う
…
な
ど
。

都
内
に
は
、
既
に
保
護
司
と
し
て
ご
活
躍
の
美
容
師
の

方
々
が
相
当
数
お
ら
れ
ま
す
が
、
更
に
多
く
の
美
容
師
の
皆

さ
ん
に
保
護
司
に
ご
就
任
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
就
任
の
条
件
は
、
活
動
意
欲
が
あ
り
、
生
活
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
就
任
時
に
66
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
す
。
保
護
司
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
保
護
観
察
所　

担
当
：
企
画
調
整
課
庶
務
係

〒
１
０
０
―０
０
１
３　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
―１
―１
中
央
合
同
庁
舎
６
号
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―３
５
９
７
―０
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―５
５
１
１
―７
２
２
０

美容師の
皆様へ

保
護
司
就
任
の
お
願
い

法
務
省
東
京
保
護
観
察
所
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９月月例会
 日時 　９月３日（木）　19：00～
 会場 　代々木インペリアル
　　　　７F貸会議室
　　　　渋谷区代々木１-60-11

東興本社ビル７F
※ 代々木駅北口を出て右手に徒歩２分
※ 新宿駅サザンテラス口よりウッドデッキを
代々木方面へ。
　突き当り階段を降り左へ徒歩５分

 会費 　会員無料、ビジター2,000円
 ヘア 　 全美講ＴＭモード

渡邊雅美、松本桂
 着付 　 全美講ＴＭ帯結び

福元和見、北嶋益実
※ 都合により内容及びスタート時間が変更に
なる場合がございます。

各種お問合せ・お申込み　東京美容家集団
☎03-3379-0555

着　　　　　付
◆Ｃコース中振袖【テキスト付】
　M21,000円 S24,000円 V27,000円

中振の着付はもちろん、美しい帯の巻き方、結び
方、交差の仕方など。
 日時  9/17㈭、9/24㈭、10/8㈭、10/15㈭
　　　 19：00～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上

◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会
　MSV２日間一律20,000円

秋の実技に備えてlesson！
 日時  9/24㈭、10/8㈭　19：00～22：00

◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会
　MSV２日間一律20,000円

秋の実技に備えてlesson！
 日時  10/15㈭、10/22㈭　19：00～22：00

各種販売品のお知らせ
◆着付用ボディ
 価格  34,560円（税込）【32,000円＋税】

 内容  腕なし、軽量、足の部分は取外し可能で
持ち運びに便利です。

◆着付用ボディケース
当会販売のボディにあわせて作っています。
 価格  18,360円（税込）【17,000円＋税】
 内容  色柄･･･黒　　形･･･ショルダー型

各種お知らせ
◆ＴＢＡオリジナルシザー〝テクニカ″
　ラストチャンス！最終処分ＳＡＬＥ！！
　 売切れ次第終了 【期間：8/1～10/1】
　ス：ストレート　エ：エフェクト
ALL25,000円（税込）← 定価41,040円（税込）
※１回無料の研磨調整チケット付
 種類  T･･･5.5インチ（ス／エ）
　　　 ※エは残りわずか
　　　 B･･･6.0インチ（ス／エ）　
　　　 A･･･6.0インチセニング（ス／エ）
　　　 ※スは残りわずか
注） 種類によっては、完売にて販売終了となって
いる商品があるかもしれません。あらかじめ
御了承下さい。

◆速報！！　TBAオリジナルシザー
　“TAKUMI”　販売決定！

 定価  80,000円（税込）
 TBA会員価格  55,000円（税込）

鋼材は高価なコバルトモリブデンを使用。サイズ
は5.75インチ！
「Now at Work! Coming Soon!」いましばらくお
待ちください。

◆ＴＢＡ入会キャンペーン９月よりスタート！

会費は入会時～平成28年３月31日までの平成27
年度分
時期＼適用 サロンオーナー サロンスタッフ
9/1～
9/30入会 9,000円 7,000円

10/1～
11/5入会 7,000円 5,000円

※入会金6,000円も免除！

「
熱
中
症
」
は
高
温
多
湿

な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で

発
症
し
ま
す
。
室
内
で
は
扇

風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
調

節
を
。
外
出
時
に
は
、
必
ず

日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
か

ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め

に
通
気
性
の
よ
い
衣
服
を
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。
室
内
で

も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し

ょ
う
。【参

考
・
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
】

T o k y o  B e a u t i c i a n  A s s o c i a t i o n

東京美容家集団東京美容家集団

TBANEWSTBANEWS

各種実技講習会のお知らせ

泫受講料について　M：TBA会員／S：TBA会員の店の従業員／V：ビジター

熱中症に
ご注意！

室内でも発症します

７月
２日 ＴＢＡ月例会
８日 理事会　
９日 広報会議
17日 総務部会

新年会実行委員会
29日 教育部会

ガラ・ド実行委員会
30日 サロン繁栄勉強会
31日 経営・組織部会

ＩＴ推進委員会
８月
４日 広報会議
11日 事務局夏季休業（14日まで）
18日 全美講・ＴＭモード発表会
21日 サロン繁栄勉強会
26日 関東ブロック理事長会

組合日誌
パソコン講習会のご案内
＜前期分＞
９月１日
 　ポップ、チラシ作成コース
　受講料1200円 ８月20日締切り

９月７日・14日
　ホームページ作成コース
　受講料2500円 ８月24日締切り

９月８日・15日
　ホームページ作成コース
　受講料2500円 ８月25日締切り

※ お申込み等、詳細は組合事務局
まで

★ 後期分のご案内について
は、本紙同封のチラシをご
覧ください。

【ご報告とお願い】
美容会館が１月より耐震工事に着工し、毎月
恒例で開催しておりましたTBA月例会も、美
容会館内で開催することが、しばらくの間で
きなくなりました。つきましては、耐震工事
が終了するまでの間、代々木インペリアル
貸会議室をお借りして、開
催することとしました。皆
様にはご不便やご迷惑をお
掛けすることとなりますが、
何卒ご了承いただきますよ
うお願い申し上げます。
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